








要約:未熟児においては、多くの発達上の問題が懸念されているが、言語発達の遅れもそ

の一つと言えよう。その遅れの原因を解明するためには、発語に至るまでの乳児期の獲得

すぺき発達課題としてどのようなものが重要であるか、どのような発達課題でつまずきや

すいか、未熟児特有の発達の偏りや発達のプロセスがあるかなどの検討が必要であると思

われる。そのため、今回は三国丘・桃山式言語発達検査を使用し、極低出生体重児の日齢

別平均得点を、標準化された得点と比較した。その結果、修正日齢で 101 日以降に標準の

平均を上回るようになるが、341 日以降には標準の平均を下回っていく傾向が認められた。

言語獲得に重要な発達課題や極低出生児がつまずきやすい課題などについては、各テスト

課題の通過率などを調べ、次年度に発表する。


